













第 2 章 IBC 特集に見るローカル局が目指すべき自社制作、独自編成の方向性 
2-1  IBC 特集と IBC 岩手放送の概要 
 2-2 IBC 特集における作り手の多様性 
2-3 IBC 特集における題材、制作手法の多様性 
2-4 IBC 特集の評価 






























































具体的には、IBC 岩手放送が 1990 年代に編成した「IBC 特集」を過去の成功事例と
















トワーク加盟東京本社 5 局、準キー局とはネットワーク加盟大阪本社 5 局のうち広域免





























                                                   
1 東京本社 5 局、名古屋本社 4 局、大阪本社 4 局、岡山、高松本社 5 局、鳥取、米子、松江本社 3 局には
複数都道府県を事業区域とする広域免許が付与されている 
2 2008 年 4 月の改正で持株会社による複数局支配が認められるなど緩和の動きが急 
3 鈴木秀美・山田健太・砂川浩慶編著 放送法を読みとく p97 2009 年 商事法務 




の機運を促したといえる。民放ラジオは、1951 年 9 月、名古屋の中部日本放送を皮切
りに全国各地で開局が進む。岩手県でも 1953 年 12 月、岩手放送（現 IBC 岩手放送）
が開局した。その免許申請にあたり、「開設を必要とする理由」が記されている。 



















                                                   

























                                                   
6 「地方の時代」映像祭実行委員会編 映像が語る「地方の時代」30 年 岡至 p161 2010 年 岩波
書店 
7 早川善治郎編著 現代社会理論とメディアの諸相収録 林茂樹 メディア・ローカリズムの可能性  

























                                                   
8 林 p331～332 2004 年 
9 小山内豊彦 眠れるメディア“テレビ”青森から考える地域密着チャンネル p118 1997 年 北の街社 


























                                                   















・ ローカル番組比率が 1 週間の放送時間中 25％以上～3 点 
・ ローカル番組比率が 1 週間の放送時間中 10％以上 25％未満～2 点 








                                                   
12 NHK に関しては、第四十四条第 1 項の二に「全国向けの放送番組のほか、地方向けの放送番組を有す
るようにすること」と定められている 
13 岩手県、宮城県、福島県は東日本震災のため 2012 年 3 月まで延期 
14 鈴木、山田、砂川 p323～330 2009 年 
11 
 
クから配信を受ける全国向け番組（全国ネット番組）は約 4 分の 3 を占めている。この
数値はここしばらく大きな変化がない。 
参考までに、NHK のローカル編成を調べてみると、総合テレビの地域放送時間は 1



































（注 a）日本民間放送年鑑 2011 から引用作成   
（注 b）調査期間は 2011 年 4 月 4 日から 10 日   
(注 c）ネット番組は 5 大ネットワークから配信されている番組の合計比率   
（注 d）大阪、名古屋本社のうち 4 局は広域免許局   
（注 e）その他 89 局はネットワーク加盟局で盛岡本社を含む   
（注 f）平成新局は 1989 年以降に開局したネットワーク加盟局   
                                                   
15 （注）平成 23 年度国内放送番組編成計画  




キー局と比較すれば、社員数で約 10 分の 1、売上規模は約 40 分の 1 程度に過ぎない











たい。日本の民放テレビネットワークは 5 つある17。 
・ JNN ネットワーク（JNN）通称東京放送（TBS）系 
・ 日本テレビネットワーク（NNN）通称日本テレビ系 
・ フジネットワーク（FNN）通称フジテレビ系18 
・ All-Nippon News Network（ANN）通称テレビ朝日系 
・ TXN ネットワーク（TXN）通称テレビ東京系 
 5 大ネットワークの成り立ちを一覧表にすると以下のようになる。 
 
 
                                                   
16 キー局の役職員数平均は 1110 人 ローカル局は 117 人 キー局の売上平均は約 2200 億円 ローカル
局の売上平均は約 54 億円（日本民間放送年鑑 2011 掲載資料より算出） 
17 日本民間放送年鑑 2011 p605～p610  
18 フジテレビ系には他に編成、営業、事業、制作などの共同体として FNS があるが、本稿ではネットワ




系列名 キー局 設立年 加盟社数 
JNN 東京放送 1959 年 28 社 
NNN 日本テレビ 1966 年 30 社 
FNN フジテレビ 1966 年 28 社 
ANN テレビ朝日 1970 年 26 社 
TXN テレビ東京 1991 年 6 社 
（注 a）加盟社数には複数のネットワークに加盟するクロスネット局を含む 
（注 b）キー局とはネットワークの中心業務を担う東京本社局の通称 












ある。1926 年、RCA（Radio Corporation of America）が、2 つのネットワーク20、
を結成。多くの独立系ラジオ局が提携し、配信された番組を放送する見返りに配分金を
受け取る。ネットワーク側は提携局の時間帯を押さえ、それを CM 枠として大手広告
                                                   
19 日本民間放送年鑑 2011 p606 
























                                                   
21 Richard Campbell  Christopher R. Martin Bettina Fabos  Media & Culture An Introduction 
to Mass Communication Seventh Edition  p118 2009 年 Bedford/St Martins 筆者抄訳 
22 清水幾太郎監修 テレビジョンの功罪収録 Laurent 商業テレビジョン p20～21 1961 年 紀伊
國屋書店 

























                                                   
24 Laurent p22 1961 年 




社番組を全国規模で放送したい東京局の思惑とも一致した。その中で、1959 年 8 月 1
日に JNN が 初のネットワークとして結成される。開局を 1 か月後に控えた岩手放送





















                                                   


















の 28 局体制に落ち着いたと推測する。 
「（リーチが重要とはいえ）限度がある。ネットワークというのは（加盟局）数の問題
もあるが、裏に抱えている人口がどれだけあるかが大きなポイント。JNN でいうと、
後の 10％（の人口）に 11 局ある。全国の 90％までは 28 局中 17 局でカバーできる。
だから、 後の 11 局が果たしているのかどうか。報道的には（必要性が）ある。ただ、
営業的、マーケット的には必要かという議論がある」「（営業的に割り切れないのは）行
政的なものがあったし、報道的には全国津々浦々という側面もあるから。それと他の系
                                                   
27 テレビユー福島代表取締役社長 1997 年 6 月～2003 年 4 月、東京放送（TBS）ネットワーク局長 水
野氏へのインタビューは、2011 年 2 月 22 日と 2011 年 9 月 27 日、いずれも本社役員応接室で実施してい
























 さらに、ローカル局収入の 50%程度を占めるスポット CM 収入も、全国ネット番組
の人気によるところが大きいと先に述べた。 
                                                   
28 Campbell  Martin  Fabos  p118 2009 年 
29 市村元 テレビの未来 地方局の視点から マス・コミュニケーション研究 No.63  p91 2003 年 
日本マス・コミュニケーション学会編 





広告主が要求する GRP を達成できる反面、視聴率不振の放送局はより多くの CM 本数
を出さないと要求の GRP を満たすことができない。CM 放送時間量は日本民間放送連
盟の内規で週間放送時間の 18％以内と定められているため、特定広告主の CM を多数
放送すると、CM 枠、言い換えれば売り場面積が必然的に狭くなってしまう（図表 1-3
参照）。すなわち、高視聴率番組の編成が高収益に直結する構造である。 






























































 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 
6 時～24 時 43.3％ 43.3％ 43.4％ 42.6％ 41.8％ 
19 時～22 時 65.8％ 65.8％ 66.0％ 64.3％ 63.9％ 
19 時～23 時 65.2％ 64.5％ 64.6％ 63.1％ 62.7％ 






                                                   












1-3-1 メディア競合第 1 段階～地域多局化の影響 
 テレビ放送免許の交付は、1957 年 10 月に 初のピークを迎える。民放 34 社 36
局（2 局は中継局）への一斉予備免許が交付された。その後、1964 年 4 月には開局が
48社に達し、全国ほとんどの地域で1局以上の民放テレビを視聴できるようになった。
さらに、UHF 帯（極超短波帯）の周波数が開放されたことにより、1967 年 11 月以降、
第 2 のピークとなり、1970 年にはほとんどの地域で民放 2 局以上を視聴できるように
なった32。 
 岩手県を例にとると、1959 年 9 月に IBC 岩手放送（JNN 系）が開局した 10 年後、
1969 年 4 月にテレビ岩手（NNN 系）が開局、地域 2 局体制がスタートする。当時は、
高度経済成長の時代であり、1 局が 2 局に増えたことによる先発局への目立った悪影響
はなかった。むしろ地域における広告市場の規模拡大につながった。 




                                                   
32 鈴木、山田、砂川 p45～47 2009 年 
23 
 
由に、第 3 局、第 4 局の設立が見送られてきたものと思われる。 
 しかし、1980 年代以降、方針は変わる。当時の郵政省は放送普及基本計画を見直し、
1988 年 10 月、テレビジョン放送は「一般放送事業者の放送については、総合放送 4
系統の放送が全国各地域においてあまねく受信できること」と告示した。これによって、
























（注 a）日本民間放送年鑑 2011 から引用、作成 
（注 b）1989 年以降に開局したネットワーク加盟局が対象 
 1989 年以降、開局した通称「平成新局」の筆頭株主を見ると、その傾向が顕著にな










いる（図表 1-1 参照）。 
 岩手県の場合は、IBC 岩手放送（JNN 系）、テレビ岩手（NNN 系）の 2 局体制が 20
年以上続いた。1991 年 4 月に岩手めんこいテレビ（FNN 系）が開局、1996 年 10 月
に岩手朝日テレビ（ANN 系）が開局。IBC の開局から 37 年を要して地域 4 局体制が
確立したことになる。 
 地域内の民放増加で生じる も大きい影響は、1 番組あたりの視聴率低下である。ゴ
ールデンタイムであれば総世帯視聴率約 65％（図表 1-4 参照）を、それまでは民放 2
局＋NHK で分け合っていたが、今後は民放 4 局＋NHK で奪い合うからである。必然












1-3-2 メディア競合第 2 段階～新たなテレビの台頭 
 地上波間の競合が激しさを増したとはいえ、映像伝送メディアは地上波テレビの他に、














小山内豊彦は、BS デジタル放送が構想段階の 1997 年 2 月35、「“星”の時代には、こ
れまで免許制度の庇護下にあったローカル局としては初めてと言ってよい生き残りを
かけた厳しい運営を迫られることが予想されるのである」36と警鐘を鳴らしている。    
それによれば、キー局は衛星放送に参画することで、「真のナショナル局へ脱皮する」
                                                   
33 NHKBS は 1989 年 6 月、WOWOW は 1991 年 4 月放送開始  
34 JNN～ビーエス・アイ（現 BS－TBS）、NNN～BS 日本、FNN～ビーエスフジ、ANN～ビーエス朝日、
TXN～BS ジャパン 
35 電波監理審議会による BS デジタル放送基本方針案答申は 1997 年 5 月 




















ネットワーク系 BS デジタル局の 1 局当たり平均売上は逆転し、その差は開きつつある
（図表 1-6 参照）。 
 衛星波では他に、通信衛星を経由する CS デジタルが 1996 年 10 月に放送を開始し
ている。運営会社は合従連衡を繰り返した末40、現在はスカパー！、スカパー！e2 の 1
                                                   
37 小山内 p116～117 1997 年  
38 個人視聴率集計の年齢区分の通称で、M2 は 35 歳～49 歳の男性、F2 は 35 歳～49 歳の女性を指す。
M1、F1 は 20 歳～34 歳 M3、F3 は 50 歳以上。ビデオリサーチ社ホームページ視聴率関連の専門用語
http://www.videor.co.jp/rating/yogo/alpha.htm#m01（2011 年 12 月 28 日閲覧） 
39 電通 2010 年日本の広告費 2011 年 








6019681 5965633 5901373 


















2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期
平均売上推移(ローカル局、ＢＳ局）
ネット加盟ローカル局 BSデジタル５社
（注 a）民間放送年鑑から引用、作成  
（注 b）単位千円  
（注 c）ネット加盟ローカル局は東京、大阪、名古屋、札幌、福岡本社を除く 89 社の平均 




                                                                                                                                                     
ミュニケーションズ（現スカパーJSAT のスカパー！、スカパー！e2 に集約  












ていく」であり、2011 年 12 月は 15 作品、2012 年 1 月は 7 作品を放送。2012 年 2 月
も 7 作品が予定されている43。 












                                                   
42 メディア総合研究所編 デジタル放送用語事典 2004 p59～60 2003 年 花伝社  
43 http://www.chukai.ne.jp/（2011 年 12 月 28 日、2012 年 2 月 7 日閲覧） 

















 1995 年に、Microsoft 社のコンピューターソフト、Windows95 が発売され、ネット
利用が格段に簡便化された。しかし、回線容量に限界があり、しばらくは文字情報の提
供が主体であった。それが、2000 年以降、光ファイバー等の普及により高速大容量の





 まず、広告媒体としてのインターネットが急成長する。広告費総額で 2004 年にラジ
                                                   
45 電通広告景気年表 http://www.dentsu.co.jp/books/ad_nenpyo/index.html（2011 年 12 月 28 日閲覧） 
30 
 
オ、2006 年に雑誌を抜き、2009 年には新聞を上回って地上波テレビに次ぐ第 2 の広告
媒体に成長した。地上波への広告費も低下傾向にある（図表 1-7 参照）。先述したよう




















2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
媒体別広告費推移
新聞 テレビ インターネット
（注 a）電通発表「日本の広告費」から引用・作成    
（注 b）2005 年より「インターネット」に広告制作費を推定加算 
（注 c）テレビは地上波 衛星放送は別立ての集計    
（注 d）単位億円   
 広告媒体として急成長するということは、接触率が上がっていることの証明である。
以下は、NHK 放送文化研究所が 5 年ごとに実施している世論調査、「日本人とテレビ
2010」のデータを基に論じたい46。 
 メディア別に、毎日接触する人の割合を調べてみると、インターネットの伸長が明ら






表 1-8 参照）。 
図表 1-8 















１９８５年 １９９０年 １９９５年 ２０００年 ２００５年 ２０１０年
メディア別接触頻度（毎日接触する人の割合）
テレビ ラジオ 新聞 インターネット




表 1-9 参照）。 
インターネットに毎日接触している 10 歳代、20 歳代の割合は半数を超え、各年代で
も高い。年代が上がるにつれて接触は少なくなっていく。テレビの接触頻度はその正


























１６～２９歳 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上
メディア毎日接触度年代別（２０１０年）











明らかになる。動画サイトへのアクセス頻度が相対的に多いのである（図表 1-10 参照）。 
 16～29 歳のほぼ半数が、毎週ネット動画を視聴しており、毎日のように視聴する人































































                                                   
48 朝日新聞 2010 年 11 月 11 日付朝刊 
35 
 






















                                                   
49 民放連会員各社で質の高い番組がより多く、制作・放送されることを促すことを目的に、2005 年に制
定 視聴者・聴取者の期待に応えるとともに、放送文化の向上に寄与したと評価される番組を顕彰し、ラジ
オ、テレビそれぞれにグランプリ 1 番組、準グランプリ 1 番組を選定している 日本民間放送連盟ホーム





準グランプリ 中部日本放送「山小屋カレー～2004 年秋編」 
2006 年度 
グランプリ 信越放送「SBC スペシャル 無言館・レクイエムから明日へ」 
準グランプリ 日本テレビ「終戦 60 年スペシャルドラマ 火垂るの墓」（ドラマ） 
2007 年度 
グランプリ 毎日放送「映像‘07『私は生きる ―JR 福知山線事故から 2 年―』 
準グランプリ 中国放送「子どもと 島と おとなたち」 
2008 年度 
グランプリ 山口放送「山で 期を迎えたい ある夫婦の桃源郷」 







グランプリ BS ジャパン「戦場に音楽の架け橋を～指揮者 柳澤寿男コソボの挑戦～」 
準グランプリ テレビ金沢「田舎のコンビニ～一軒の商店から見た過疎の 4 年間」 
2011 年度 
グランプリ 静岡放送「SBS スペシャル サヨばあちゃんの無人駅」 
準グランプリ 関西テレビ「その街の今は」（ドラマ） 













 2011 年度の日本放送文化大賞テレビ部門候補作の編成時間を以下に列記してみる50。 
グランプリ 静岡放送「SBS スペシャル サヨばあちゃんの無人駅」 
2011 年 5 月 16 日（月）0 時 50 分～1 時 45 分 
準グランプリ 関西テレビ放送「その街の今は」 
2010 年 11 月 21 日（日）16 時～17 時 25 分 
候補 北海道テレビ放送「HTB ノンフィクション『生と死の医療』」 
2010 年 12 月 4 日（土）10 時 50 分～11 時 40 分 
候補 日本テレビ放送網「連続ドラマ『Mother』」 
2010 年 4 月 14 日（水）～6 月 23 日（水）22 時～22 時 54 分 
候補 南海放送「NNN ドキュメント‘10『約束の花』」 
2010 年 7 月 5 日（月）0 時 50 分～1 時 50 分 
候補 九州朝日放送「汚名～看護師爪切り事件の真相～」 
                                                   
























 1-2-3 で、元 TBS ネットワーク局長、水野忠隆氏が、ローカル局は全国ネット番組伝
送にともなうネット配分金の意味づけを誤認識していると指摘した。伝送設備など施設
インフラに充当すべきところを、給与上積みや番組制作の原資に回しているとの批判で
                                                   





















 JNN では、現在、水曜日 19 時～20 時、木曜日 19 時～20 時 54 分をローカル編成可
能な時間帯に指定している。しかし、加盟ローカル局で自社制作番組を毎週編成してい







が多いと考えられる。そして、自社制作 9 番組中 5 番組が娯楽色の強いワイドショー形
式であることに、地域密着を意識しつつも視聴率により重きを置く姿勢が垣間見える。 
図表 1-11 
局名 曜日 時間 番組名 番組形態
新潟放送 水 19：00～19：54 BSN水曜見ナイト スタジオ
信越放送 水 19：00～19：54 SBCスペシャル ＶＴＲ構成
テレビ山梨 水 19：00～19：54 ウッティ発！ ＶＴＲ構成
静岡放送 水 19：00～19：54 静岡発そこ知り ＶＴＲ構成
山陽放送 水 19：00～19：54 VOICE21 スタジオ
熊本放送 水 19：00～19：53 週刊山崎くん スタジオ
宮崎放送 木 20：00～20:54 わけもん！GT スタジオ
南日本放送 水 19：00～19：54 どーんと鹿児島 ＶＴＲ構成
南日本放送 木 19：00～19：54 TEGE2 スタジオ
（注 a）毎週編成している番組に限定     
（注 b）番組形態のスタジオとは、スタジオにいる司会者が番組進行を進めるワイドショー形式 
（注 c）番組形態の VTR 構成とは、取材した素材を編集構成し後日放送する形式  
（注 d）東京放送、毎日放送、中部日本放送、北海道放送、RKB 毎日放送は除外 




































                                                   


























                                                   







































































































年代に IBC 岩手放送（以下 IBC）が手がけたドキュメンタリー番組「IBC 特集」を取
                                                   





















2-1-1 IBC 特集の概要 
 IBC 特集は岩手県盛岡市に本社を置く IBC が 1990 年 4 月 10 日から 1997 年 3 月 18
日まで編成した自社制作のドキュメンタリー番組である。放送時間は毎週火曜日 19 時
30 分から 19 時 58 分まで。その後、開始時刻が 20 時 30 分に繰り下がったが、一貫し
てゴールデンタイムに編成した。地元岩手県の人物、自然、文化などに幅広く題材を求
め、放送された番組数は 329 本に上る（全番組リストを巻末統計資料に掲載）。 




週 1 時間に限り加盟局の独自編成が認められていた。IBC はこの独自編成枠の半分を
自社制作、しかもドキュメンタリー番組で埋めたことになる。 
 繰り返しになるが、ゴールデンタイムは、1 日のうちで総世帯視聴率が 60％を超え、一
日で も高い時間帯である。総世帯視聴率 60％超とは、受像機を所有する世帯の 6 割以上
が、何らかのテレビ番組を見ていることを意味する。総世帯視聴率が高い時間帯は、当然、
民放の収入源である広告料金単価も高くなる。番組提供広告であるタイム CM、番組の合間








実は、その先陣を切ったのは同じ岩手県の後発局、テレビ岩手である。1978 年 4 月
から 1980 年 9 月まで、報道色の強いドキュメンタリー、「カメラルポルタージュいわ



















提起した 5 つの要点に適合する点が見出せる。 
IBC 特集の評価については、2-4 でより詳細に考察する。 
2-1-2 IBC 岩手放送、自社制作の系譜～地域の視点醸成 
 IBC 岩手放送は、1953 年 12 月、県内 初の民放ラジオ局として開局し、その後、







 ローカル局番組制作第 1 の要点、「地域の視点に立脚した題材選び」は、ラジオ開局
                                                   


























トロフィーに冒された 2 人の息子の苦闘を描いた「翔べ白鳥よ」の 3 作品を数える。こ
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東京大学新聞研究所もフィールドワークの中で、「1975 年 4 月にスタートした自社制
作シリーズ番組『岩手に生きる』は非常に意欲的な番組」として上記受賞番組等に触れ、
「“社会派の『IBC テレビ』”の異名を得て気を吐いている」と評価する57。 
                                                   
56 1990 年 4 月 IBC 特集スタート時の担当ディレクター テレビ制作部長、報道制作局長、代表取締役社
長を歴任後、現在取締役会長 阿部正樹氏への聞き取り調査は、代表取締役社長時代の 2010 年 2 月 4 日、
8 日と、取締役会長時代の 2011 年 7 月 28 日の 3 回行なっている。2010 年 2 月は一連の聞き取りを 2 日
間に分けて実施したもので、その際に収録したコメントは（2010.2）、2011 年 7 月に収録したコメントは
（2011.7）と表記する  
57 高木教典他 ｐ62 1983 年 財団法人東京大学出版会  
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まず、好景気が続いていたことが特筆される。当時の経済企画庁は 1990 年 6 月の月
例経済報告で、景気拡大が 43 か月目となり、戦後 2 番目の長さになったと発表してい
る。前年 1989 年はテレビ広告費総額が前年比 11.1％の伸びで 1 兆 4627 億円に。1990
年はさらに 9.7％伸びて 1 兆 6046 億円に達している58。 
 IBC 岩手放送の経営も順調である。1987 年度（1988 年 3 月期）決算以降、売上は右
肩上がりを続け、1990 年度（1991 年 3 月度）決算における売上高は 76 億 8441 万円
で史上 高を記録した。テレビ単体の売上も 61 億 9400 万円と、初めて 60 億円台に達
している。こうした好景気が新たな取り組みを後押ししたと見ることも可能であろう。
1990 年秋いわゆるバブルがはじけ59、株価や地価の下落が急激に進んだが、売上好調




                                                   
58 電通広告景気年表 http://www.dentsu.co.jp/books/ad_nenpyo/index.html（2011 年 10 月 19 日閲覧） 
59 バブル崩壊時期については諸説あるが、ここでは東証平均株価が 3 年 7 か月ぶりに 2 万円台を割り込ん

























（注 a）IBC 岩手放送小史から引用・作成   




若者向けの「ポップチャンネル」（後 5ing に衣替え）。ドキュメンタリーなど VTR 構成
による番組は単発が多かった。    
 一方で、業界の地殻変動が進行しつつあったのもこの時期である。先に、メディア競
合時代は 3 つの段階を経ていると述べた（1-3-1、1-3-2、1-3-3 参照）。 













 1990 年は第 1 段階の初期といえる。1988 年 10 月の政策変更で、全国各地で地域 3
番目、4 番目のローカル局開局の動きが進む。岩手県では 1991 年 4 月、岩手めんこい
テレビが開局し 3 局体制となる。会社自体は前年 4 月に設立されており、IBC 特集は
地域第 3 局発足を目前に控えてスタートしたことになる。なお、1996 年 10 月には、岩
手朝日テレビが開局し、現在の 4 局体制が定着する。 
 テレビ岩手が開局した当時は経済の高度成長期であり、岩手県も国策としての開発が
進められていた60。新たな民放の開局は広告出稿量拡大に直結し、IBC の経営にもむし
ろ好影響を与えた。以後の 20 年余、2 局による寡占状態が続き、競合というよりは共
存の時代であったといえる。 




 地域多局化を前に、IBC にとって、長く業界首位を独走していたキー局 TBS 制作全
国ネット番組の視聴率に陰りが見えたことは潜在的不安材料であった。1989 年 9 月に
は、生中継を大胆に組み込むなどして 12 年間にわたり人気を博した音楽番組「ザ・ベ
ストテン」が終了している。 
                                                   
60 全国総合開発計画（全総）の仕上げ、新全国総合開発計画（新全総）のスタートと時期的に重なってお















2-1-4 IBC 特集の編成意図 
 IBC 特集が始まった 1990 年は、メディア競合時代の初期に当たる。第 2 局テレビ岩
手の追い上げ、1 年後に迫った第 3 局、岩手めんこいテレビの開局を念頭に、地域先発








                                                   


























                                                   
62 1961 年入社 1990 年 4 月 IBC 特集スタート時のテレビ制作部長 取締役総合企画局長などを経て

























                                                   
63 1975 年入社 ラジオ局放送部、報道制作局第一テレビ制作部、事業局事業部などを経て、編成局次長
兼テレビ制作部長 2011 年 9 月末定年退職（2011 年 8 月 12 日 IBC 岩手放送応接室で収録） 
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2-2 IBC 特集における作り手の多様性 

























2-2-1 特命 4 人体制～番組標準の設定 
 IBC特集は1990年2月、報道制作局テレビ制作部に対し4月スタートの指示が出た。
準備期間は 2 か月しかない。 











この 4 人で 4 週回せ。4 週に 1 回ずつやれ、と。（それでも）相当厳しい」 
その決定に対し、阿部氏から異論が唱えられた。「『これは 4 人じゃなくて後継者を作
るためにも制作部員ある程度回したら』という話があった。ただ私は確信持って言った。





                                                   
64 1965 年、阿部正樹氏と同期入社ラジオ局放送部長、報道制作局テレビ制作部長などを経て常務取締役 
現在は退任 





















 人のやりくりが厳しいと言いつつ、当時の IBC テレビ制作部は 4 人のディレクター
を新番組に張りつける人的余裕があったことになる。森田氏もその点を認めている。当




















1990 年 4 月 10 日の第 1 回から 6 月 26 日の第 11 回まで、すべて特命を受けた 4 人
が制作を手がけている。その後、少しずつ他の部員や外部プロダクション、さらには同
じ報道制作局の報道部員が制作に当たるようになる。それでも、1991 年 3 月までの初
年度、制作された番組は 47 本。そのうち 32 本を 4 人が担当し（阿部 8 本、佐藤 9 本、
関 8 本、角舘 7 本）、その占有比率は 68.1％に達している。しかし、翌年度以降、特定
のディレクターが集中的に制作する方式は、徐々に変化を見せる。番組担当数上位 4 人










（注 a）担当者総数に対する比率        
（注 b）上位 4 人、5 位以下は IBC 社員       
（注 c）外部は IBC 以外の法人プロダクション及び個人ディレクター   
（注 d）担当 2 人の番組が 1991 年 1 本、1992 年 1 本、1994 年 5 本、1995 年 1 本ある 
（注 e）1991 年はテレビ制作部全員が担当した番組が 2 本ある    
 番組開始から 1 年ほどで、4 人のディレクターの一部から題材（ネタ）の枯渇を不安
視する声が出始める。阿部正樹氏は 4 人体制の辛さを次のように話している。 














































































































1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度
ディレクター１人当たりの担当番組数


























（注）IBC 特集を担当したディレクターの年度別人数    
 大きな変化があったのは 1993 年度である。担当者の数がそれまでの 10 人前後から












































制作 報道 制作・報道 外注
（注ａ）IBC 特集を担当したディレクターの所属部署別番組数   





























内紛」（1992 年 8 月 25 日放送）。これも、ニュースエコーで継続取材中のシリーズ企画
                                                   
67 1977 年 4 月に開始した夕方のローカルニュース番組 それまで 1 回数分間だった枠を一気に 30 分へ




をまとめたもので、以後、続編を 1992 年 12 月 8 日、1993 年 3 月 9 日に放送している。 
 提起した番組制作要点の 1、地域の視点に立脚した題材選びは、地域の事物が有する
価値を再発見し、賞揚するだけでは過不足である。 































































「舞台もの」をテーマに選ぶことが多かった。1990 年 4 月 24 日放送の第 1 作は「村
歌舞伎顛末記」。だが、自分で探し当てたものではなく、ネタ元はプロダクションの社
長であった。 
同年 9 月 18 日放送「神様の忘れもの～難聴のバレリーナ」は、自社で制作する午後
のワイドショー「ときめきワイド 230」にゲスト出演した小学生バレリーナとの出会い
からだった。10 月 30 日放送「花嫁テリー、18 歳」は、農村の嫁不足により少なから
ぬ数の青年がフィリピン女性と結婚するものの、トラブルが多発しているとの会話が発
端。1991 年 1 月 29 日放送「青春はアイオエオ～劇団自在社」は、女性だけの劇団をク























Bill Nichols は、ドキュメンタリー映画を 5 つのカテゴリーに分類している69。それ
                                                   
69 フィルムスタディーズ入門―映画を学ぶ楽しみ― Warren Buckland 前田茂、要真理子訳 2007 年 




























































                                                   
71 加藤秀俊 見世物からテレビへ p22 1965 年 岩波書店 
72 加藤 p21 1965 年 





















 氏自身の IBC 特集第 1 作「盛岡居よいか住みよいか～追跡！盛岡単身赴任族」（1990
年 4 月 17 日放送）は、東北新幹線が東京駅まで延伸、全線開業を翌年に控え、終着駅
（当時）である盛岡は企業進出が相次いでいた。それに伴い、単身赴任者が急増してい
ることに着目し、実態を追った内容である。視聴率は 25.8％を記録した。 
第 3 作「‘90 岩手求人難時代」（1990 年 7 月 17 日放送）は、岩手県内大学生の求職
                                                   







2-3-2 IBC 特集番組事例分析  
 この節では、IBC 特集で放送された個別の番組に焦点を当て、題材の選択、制作手法
を具体的に考察し、視聴者の支持、共感を得た要因を分析してみたい。 
「高橋克彦のよみがえれ夢の跡～川は動くか」1990 年 7 月 31 日放送 
 公共工事と文化財。開発と保存。現代社会で頻発する利益、価値の背反を題材にした
番組。ディレクターは阿部正樹氏である。 













                                                   
































































しろくてためになる」内容を IBC 特集に求めていたといえるのではないだろうか。 

























 初に訪ねた酪農家の鈴木龍巳氏は 7000 万円余の借金を抱えると話す。融資された
入殖資金は 7.2％の高金利。それでも、当時の乳価が維持されていれば 20 年で返済さ
れるはずが、予想外の価格低迷。肉牛価格も下落し、借金は雪だるま式に増えていった。 











                                                   


































して継続的に取材を進め、1994 年 5 月、前後編に分けて放送された「風の爪痕～検証！
北上山系開発計画」へと受け継がれていく。この番組は地方の時代映像祭審査委員推賞、
民間放送連盟賞報道番組部門優秀賞を受賞した。 
「生きていた『同胞』の心～松尾中文化祭、感動の 2 日間～」 
1992 年 11 月 24 日放送 
 小さな村の中学生が、文化祭に村を舞台とした映画の主演女優を招こうと動き出し、
実現する。映画に関わった親と当時を知らない子が精神的な接点を見出す姿を描いた作





























2-4 IBC 特集の評価 

















































































～30％ ～25％ ～20％ ～15％ ～10％ ～５％ ５％～
 IBC 特集視聴率の内訳を見ると、図表 2-6 のようになる。なお、岩手県の視聴率調査
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は 1994 年 9 月までは年間 4 週調査（１週間の調査を年に 4 回）。1994 年 10 月から現
行の年間 24 週（月初め 2 週間の調査を毎月）となった。調査対象となった番組は 72
本である。 
ゴールデンタイムで合格ラインに値する視聴率を定めることは難しい。総世帯視聴率
を 65％～70％と仮定し、単純に競合する地域の地上波局数で割った場合、地域 2 局時
代（NHK 総合も含めて 3 局）においては 20％以上。3 局時代においては 15％以上。4
局時代に入ると 13％以上と見るのが妥当であろう。 
 岩手県に3番目の民放ローカル局、岩手めんこいテレビが誕生したのは1991年4月。
4 番目の岩手朝日テレビが誕生したのは 1996 年 10 月である。こうした競合状況を鑑み
る時、1993 年度までの視聴率は合格ラインを十分にクリアする数字といえる。調査頻
度が少ないとはいえ、 低でも二桁を維持しており、3 局化が定着した 1992 年度はす
べて 20％以上。30％超えが 2 本ある。 
































年 6 月 22 日にも「医大生、風間君のさらば青春の大食い!」と題して放送し、視聴率
26.3％を記録。さらには JNN ネットワーク協議会賞娯楽部門奨励賞を受賞している。 
7 年間にわたった IBC 特集は 初の 4 年間において、視聴率の数字上、成功と評価
できるものだった。陰りが見え始めるのは、1994 年度からである。10 月から毎月 2 週
間の調査となって以後、初めて 10％割れの番組が 3 本出ている。そのうちの 2 本は 9％
台だが、徐々に地域多局化、競合時代の影響が現れだしたといえる。低落傾向は、1995
年さらに顕著となり、1996 年 10 月以降、すなわち第 4 局、岩手朝日テレビの開局以降
は深刻さを増す。12 本あった調査対象番組の平均は 5.8％にとどまっている（図表 2-7
参照）。味旅もので 17.0％を記録した以外はすべて一桁。8 本が 5％を割っている。 
 その要因については、4 局競合の影響とともに、IBC 特集そのものの質低下を指摘す
る向きもある。開始当初からディレクターを務めた関芳樹氏は、経営事情による制作外
注化の増大、制作者の意欲減退があったと見る。 
 IBC 特集末期、1995 年、96 年は外注が急増し、全体の番組に占める比率は 28％超
に達している（図表 2-3 参照）。新たにゴールデンタイムで自社制作の娯楽系生番組77が
                                                   























 番組制作第 4 の要点として、営業面の成果を掲げた。これは、前節で触れた視聴率と
ともに、第 3 の要点、番組を総世帯視聴率が高い時間帯で継続的に編成するため必要な
要素である。 



















































































身近な話題を身近に伝える地域密着に徹しながら、IBC 特集は以下の 4 作品が 7 部
門で入賞を果たした。 
「生きていた“同胞”の心～松尾中文化祭、感動の 2 日間～」1992 年 11 月 24 日放送 
第 19 回放送文化基金賞・企画賞 
「医大生、風間君のさらば青春の大食い！」1993 年 6 月 22 日放送 
第 18 回 JNN ネットワーク協議会賞娯楽部門・奨励賞 
「風の爪跡～検証！北上山系開発」1994 年 5 月 3 日、10 日放送 
94 地方の時代映像祭・審査委員会推賞 
平成 6 年度民間放送連盟賞テレビ報道部門・優秀賞 
「山の声届かず」781995 年 2 月 28 日、3 月 7 日、14 日放送 
95 地方の時代映像祭・優秀賞 
平成 7 年度民間放送連盟賞テレビ報道部門・優秀賞 
第 33 回ギャラクシー賞テレビ部門・選奨 
 これとは別に、2-3-6 で触れた「東京を撃つ」が、放送活動として評価され、第 17
回 JNN ネットワーク協議会賞活動部門で入選している。 






                                                   
78 山林の荒廃が海、川の環境を破壊している実態、その背景にある林野行政の問題点を告発した 報道部
とテレビ制作部の合同取材による 



































































IBC 特集の後を追うように、1992 年 10 月に始まったドキュメンタリー番組のレギ
ュラー編成「電撃黒潮隊」（でんげきくろしおたい）82は、福岡県の RKB 毎日放送が中









                                                   
81 小山内 p124～127 1997 年 
82 2002 年 9 月の番組終了まで 507 本が制作された その後、新たにムーブというドキュメンタリー番組
が始まり山口を除く 7 県で放送されている 
83 木村栄文 テレビは眠れない p8 2011 年 RKB 毎日放送 







































































 キラリ☆ふくしまを手がける TUF は、JNN に加盟する福島県 後発、地域 4 番目の
民放テレビ局85である。 
 経済規模が小さい地方に 4 局の民放テレビ局が存在可能なのは、ネットワーク、キー
局からの潤沢な番組配信、広告費配分があるためである。編成の約 70％を全国ネット




                                                   
















 キラリ☆ふくしまは、原則、毎月 終水曜日 19 時から 19 時 54 分までの編成。事前
に取材、構成したビデオ（VTR）収録形式のドキュメンタリー番組である。第 1 回の
放送は 2011 年 10 月 26 日だが、本来は 4 月開始を予定していた。3 月に発生した東日
本大震災、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故への報道対応を 優先したた
め、半年延期してのスタートを余儀なくされた。 
 JNN ではゴールデンタイムにおいて、毎週水曜日 19 時～20 時、木曜日 19 時～20
時 54 分の時間帯に加盟局の独自編成を認めている。しかし、自社制作番組を毎週レギ

















 TUF は福島市に本社を置き、1983 年 12 月に開局した。筆頭株主は東京放送（TBS）










                                                   
86 単発自社制作番組のゴールデンタイム編成は前例がある 
87 日本民間放送年鑑 2011 によれば、TUF の役職員数は 111 人 IBC は 130 人 














2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期
テレビユー福島売上推移
ＴＵＦ 89社平均






























































自社制作 ネット番組合計 その他局 その他番組
（注 a）日本民間放送年鑑を引用作成 調査は毎年 4 月上旬に実施 








手段を採りながらも、 終水曜日だけは 54 分間のドキュメンタリー番組を自社で制作、
編成した。その意図はどこにあったのだろうか。 
まず、ローカル局の経営環境に影響を与えるメディア競合時代についてもう一度確認





 第 2 段階は、伝送路を異にする新たなテレビとの競合である。地上波系 BS デジタル
局開局により、ローカル局優位の基盤である全国ネット独占が崩れる。草の根レベルで
の地域密着は、CATV に先を越され始める。 



























































































                                                   
90  1983 年入社 報道記者、ニュースキャスター、報道部長、業務局長、東京支社長を歴任 現在、執行


























                                                   


























                                                   


























                                                   
93 1983 年入社。報道カメラマンを 10 年経験 総務部長、子会社出向を経て報道制作局次長（2011 年 10




















3-2-1 要点 1 地域の視点に立脚した題材選び～第 1 回番組の評価 








第 2 回 2011 年 11 月 30 日放送「故郷 ふくしま駅伝～明日への襷」 
震災、放射能被害が続く中開催された恒例の市町村対抗「ふくしま駅伝」そこに集った
選手、関係者の苦悩、喜びなど様々な人間模様を描く 
第 3 回 2011 年 12 月 14 日放送「FUKUSHIMA から世界へ～パイロット室屋義秀の挑
戦」 
福島県を拠点に活動する曲技飛行のパイロットがただ一人で世界に挑戦する姿を追う 
第 4 回 2012 年 1 月 25 日放送「横丁のちょうちんは復興の道しるべ」 
震災と原発事故の影響に苦しむいわき市の衰退した飲み屋街に活気を呼び戻そうと奮
闘する若手実業家、それに賛同し故郷再生に尽力する地元民を描く 






































例がない人間の髪の毛の 3 分の 1、8 デニール94という細い糸の開発に成功する。その
糸で織った世界一薄いシルクの国内営業が主眼である。 
                                                   

























                                                   
















 遠藤氏は TUF 社員ではなく関連会社社員で、ディレクターとして TUF 制作部に派
遣されている。企画を提出したのは、2011 年 1 月 27 日。すぐに採用が決まり、2 月 5






                                                   
96  1987 年から約 2 年間の TUF 報道部アルバイトを経て、1989 年 4 月子会社 MTS（メディアテクニカ
ルサービス～現 MTS プランニング）入社 主にカメラマンとして TUF 報道部ニュース取材に携わる 現
在は、TUF 制作部に派遣されディレクターを務める 2011 年 9 月 27 日、10 月 11 日、テレビユー福島本









もある。そういう素地が TUF にはあった。なので、年に 1 本とか数年に 1 回とか良質


















































































































 これまでの視聴率は低迷している。第 1 回 6.2% 第 2 回 3.7% 第 3 回 4.4% 第 4




























第1回 第2回 第3回 第4回
キラリ☆ふくしま視聴率、占拠率推移
視聴率 占拠率
（注 a）テレビユー福島編成局提供資料より引用作成     
（注 b）占拠率とは各局の視聴率の合計を 100 としてそのうち特定番組の占める割合  
 ブレーンストーミング段階では、将来編成頻度を増やしていくことを視野に入れてい
る。「月 1 回を 2 回に。2 回を 3 回に、そして毎週へ。それでこその視聴習慣」という
文言が資料に記されている。月 1 回では視聴習慣化が困難との意識が垣間見える。 









作り手の数が限られる TUF の現状を考慮すれば、54 分間のドキュメンタリー番組制













































3-2-5 要点 5 マルチメディア展開が可能 
映像伝送メディアの多様化は、情報伝達の範囲を大幅に広げた。地上波テレビを頼ら
ずとも、地域からのメッセージを他県、全国、世界へと発信する環境が整いつつある。
                                                   



















































                                                   
98 2012 年 3 月 4 日放送の JNN 系全国ネット番組「夢の扉＋」 





















































                                                   



















































                                                   
101 「地方の時代映像祭」実行委員会 映像が語る「地方の時代」30 年収録 辻一郎 p68 2010 年 岩
波書店 







年間総放送量（関東地区 6 時～24 時）は 114538 分（約 1909 時間）で、前年比 15642
分減少しているのに対して、芸能番組は 3 倍以上に当たる 397950 分（約 6633 時間）

















                                                   
103 日本民間放送年間 2011 p694 2011 年 
























































・ 鈴木秀美・山田健太・砂川浩慶編 放送法を読みとく 2009 年 商事法務刊 
・ 舟田正之 マスメディア集中排除原則の見直し 一試案 2002 年 立教法学 
・ 「地方の時代」映像祭実行委員会編 映像が語る「地方の時代」30 年 2010 年  
岩波書店 
・ 早川善治郎編著 現代社会理論とメディアの諸相 2004 年 中央大学出版部 
・ 日本放送協会 平成 23 年度国内放送番組編成計画 
http://www9.nhk.or.jp/pr/keiei/hensei/pdf/kokunai.pdf 
・ 市村元 テレビの未来 地方局の視点から マス・コミュニケーション研究 No.63 
2003 年 日本マス・コミュニケーション学会編 
・ 電通 2010 年日本の広告費 2011 年 
・ スカパーJSAT ホームページ http://www.sptvjsat.com/channel_service?id=1 
・ メディア総合研究所編 デジタル放送用語事典 2004 2003 年 花伝社 
・ 中海テレビホームページ http://www.chukai.ne.jp/ 
・ 朝日新聞 2010 年 11 月 11 日付朝刊 
・ 日本民間放送連盟ホームページ http://www.nab.or.jp/ 
・ 東京大学新聞研究所編 テレビ・ローカル放送の実態 1983 年 東京大学出版会刊 
・ 日本民間放送連盟編 日本民間放送年鑑 2011 2011 年 
・ NHK 放送文化研究所 日本人とテレビ 2010  
http://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/housou/housou_10061601.pdf 
・ 株式会社電通 広告新時代 ネット×広告の素敵な関係 2009 年 電通刊 
・ IBC 岩手放送編 IBC 岩手放送小史 2003 年 株式会社 IBC 岩手放送刊 
・ 加藤秀俊 見世物からテレビへ 1965 年 岩波新書 
・ 清水幾太郎監修 テレビジョンの功罪 1961 年 紀伊國屋書店 
・ 小山内豊彦 眠れるメディア“テレビ” 1997 年 北の街社 
・ Richard  Campbell  Christopher R. Martin Bettina  Fabos 
132 
 
Media & Culture An Introduction to Mass Communication Seventh Edition 
2009 Bedford/St Martins 
・ ビデオリサーチ社ホームページ視聴率関連の専門用語 
http://www.videor.co.jp/rating/yogo/alpha.htm#m01 
・ フィルムスタディーズ入門―映画を学ぶ楽しみ― Warren Buckland 前田茂、
要真理子訳 2007 年 晃洋書房  
・ 今野勉 テレビの嘘を見破る 2004 年 新潮社 
・ 電通 広告景気年表 
http://www.dentsu.co.jp/books/ad_nenpyo/index.html 
・ 日本民間放送連盟 平成 5 年度連盟賞入選一覧 1993 年 
・ 木村栄文 テレビは眠れない 2011 年 RKB 毎日放送 
・ 角舘郁也 IBC 特集放送リスト 2010 年 
・ 角舘郁也 IBC 受賞番組 2010 年 




向けて～ 2003 日本大学芸術学部紀要   
・ 加藤秀俊 テレビ時代 1958 年（加藤秀俊著作集第 9 巻収録）中央公論社 
・ ダニエル・ベル 知識社会の衝撃 1995 TBS ブリタニカ 
・ 齋栄織物ホームページ http://saiei-orimono.com/ 
・ 月刊民放 2007 年 8 月号 日本民間放送連盟 
＜聞き取り調査対象者＞ 
・ 菅原正氏（元 IBC 岩手放送代表取締役専務） 
133 
 
・ 森田徹氏（元 IBC 岩手放送取締役 IBC 特集開始時のテレビ制作部長） 
・ 阿部正樹氏（IBC 岩手放送取締役会長 IBC 特集開始時の担当ディレクター） 
・ 関芳樹氏（IBC 特集開始時の担当ディレクター） 
・ 佐々木篁氏（元 IBC 岩手放送常務取締役 IBC 特集休止時の報道制作担当） 
・ 水野忠隆氏（テレビユー福島代表取締役社長 元東京放送ネットワーク局長） 
・ 斎藤仁氏（テレビユー福島執行役員編成局長） 
・ 遠藤善哉氏（テレビユー福島制作部ディレクター キラリ☆ふくしま第 1 回担当者） 
・ 佐川知明氏（テレビユー福島報道制作局次長 キラリ☆ふくしまプロデューサー） 































独立Ｕ局１３局 22.0 14.0  
（注 a）日本民間放送年鑑 2011 から引用作成   
（注 b）調査期間は 2011 年 4 月 4 日から 10 日   
(注 c）ネット番組は 5 大ネットワークから配信されている番組の合計比率   
（注 d）大阪、名古屋本社のうち 4 局は広域免許局   
（注 e）その他 89 局はネットワーク加盟局で盛岡本社を含む   
（注 f）平成新局は 1989 年以降に開局したネットワーク加盟局   
p23～筆頭株主系列別内訳 
キー局が筆頭株主 全国紙が筆頭株主 キー局全国紙以外が筆頭株主
ＪＮＮ 2 0 1
ＮＮＮ 2 0 1
ＦＮＮ 2 0 1
ＡＮＮ 10 1 0
ＴＸＮ 0 2 0  
(注）日本民間放送年鑑 2011 より引用作成   
p27～ローカル局、BS デジタル局平均売上推移 
2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期
ネット加盟ローカル局 6019681 5965633 5901373 5487716 5607124 5343928 5437290
BSデジタル５社 3637932 4244055 4986002 5859851 6529085 6748937 8004136
（注 a）民間放送年鑑から引用、作成     
（注 b）単位千円     
（注 c）ネット加盟ローカル局は東京、大阪、名古屋、札幌、福岡本社を除く 89 社の平均 







2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
新聞 10707 10500 10559 10377 9986 9462 8276 6739 6396
雑誌 4051 4035 3970 4842 4777 4585 4078 3034 2733
ラジオ 1837 1807 1795 1778 1744 1671 1549 1370 1299
テレビ 19351 19480 20436 20411 20161 19981 19092 17139 17321
衛星メディア 425 419 436 487 544 603 676 709 784
インターネット 845 1183 1814 3777 4826 6003 6983 7069 7747
（注 a）電通発表「日本の広告費」から引用・作成    
（注 b）2005 年より「雑誌」の推定対象を増加    
（注 c）2005 年より「インターネット」に広告制作費を推定加算    
（注 d）単位億円    
p30～日本人とテレビ 2010 
 2010 年の調査概要 
 〔配付回収法〕 
調査時期 2010 年 3 月 6 日（土）～ 14 日（日） 
調査方法 配付回収法 
調査相手 全国の 16 歳以上の国民 3,600 人 
調査有効数（率） 2,710 人（75.3％） 
〔個人面接法〕（時系列比較用） 
調査時期 2010 年 3 月 6 日（土）・7 日（日） 
調査方法 個人面接法 
調査相手 全国の 16 歳以上の国民 1,800 人 
調査有効数（率） 1,046 人（58.1％） 
p31～メディア別毎日接触度年度別 
メディア別接触度（毎日接触）
テレビ ラジオ 新聞 インターネット
１９８５年 94% 39% 91%
１９９０年 94% 35% 88%
１９９５年 94% 35% 88%
２０００年 95% 35% 86% 8%
２００５年 93% 32% 83% 17%






テレビ ラジオ 新聞 インターネット
１６～２９歳 82% 10% 36% 52%
３０歳代 87% 17% 55% 41%
４０歳代 91% 24% 76% 40%
５０歳代 93% 33% 87% 28%
６０歳代 95% 37% 86% 13%



























第 2 章 
p47～IBC 特集番組一覧 
1990年度
# 日付        曜日 タイトル                                 　　視聴率 担当
1 1990/4/10 火 超多忙!小沢幹事長の24時間                 　　　　佐藤敏行
2 1990/4/17 火 盛岡居よいか住みよいか～追跡!盛岡単身赴任族 25.8 関芳樹
3 1990/4/24 火 村歌舞伎顛末記                                 　　　　阿部正樹
4 1990/5/1 火 いわて花紀行～春待つ人を訪ねて                 　　　　角舘郁也
5 1990/5/8 火 平成岩手の外国人英語教師                　　　　 佐藤敏行
6 1990/5/15 火 岩手にも美術館が欲しい                         　　　　佐藤敏行
7 1990/5/22 火 南の島に夢がふる～パラオの松本さん         　　　　阿部正樹
8 1990/6/5 火 ポロイ君のパラオ便り                         　　　　阿部正樹
9 1990/6/12 火 岩手山西会～目中友好の翼                 　　　　関芳樹
10 1990/6/19 火 城下町.レトロ通り～盛岡「昔」がおもしろい 26.0 角舘郁也
11 1990/6/26 火 ユリノキという木                        　　　　 佐藤敏行
12 1990/7/10 火 さわやか80歳!村田栄三～球児とともに気分は現役 　　　　小笠原勉
13 1990/7/17 火 '90岩手求人難時代                         　　　　関芳樹
14 1990/7/24 火 スズラン給食から25年～岩手給食物語          　　　　角舘郁也
15 1990/7/31 火 高橋克彦のよみがえれ夢の跡～川は動くか         　　　　阿部正樹
16 1990/8/7 火 目本一!安代りんどう物語                         　　　　鈴木修
17 1990/8/14 火 終戦特集～馬たちは帰ってこなかった         　　　　佐藤敏行
18 1990/8/21 火 ハロー!未来の仲間たち～太平洋の橋'90         　　　　角舘郁也
19 1990/8/28 火 藤沢野焼祭～縄文の火が燃える                 　　　　佐藤敏行
20 1990/9/4 火 水を売る人々～今名水ブームの中で         　　　　関芳樹
21 1990/9/11 火 牛は病んでいる～牛肉はこれでいいのか         　　　　高橋義夫
22 1990/9/18 火 神様の忘れもの～難聴のバレリーナ         　　　　阿部正樹
23 1990/9/25 火 青春のバックドロップ～がんばれ!MASAみちのく 　　　　角舘郁也
24 1990/10/2 火 ニッポン農家体験記～アメリカからやってきた稲作農家 　　　　小原繁
25 1990/10/9 火 決定版!もりおか餅菓子ベストテン 23.1 阿部正樹
26 1990/10/16 火 遥たちの演劇部                                　　　　 アサプロ
27 1990/10/23 火 サンマは釜石再生の決め手になるか         　　　　高橋義夫
28 1990/10/30 火 花嫁テリー、18歳                         　　　　阿部正樹
29 1990/11/6 火 減反からの脱出!～そばの花咲く大地から         　　　　近藤敏行
30 1990/11/13 火 発見!岩手の縄文杉～三陸大王杉と命名         　　　　佐藤敏行
31 1990/11/20 火 秘伝!直伝!風邪の民間療法アラカルト         　　　　角舘郁也
32 1990/11/27 火 そばの国見聞録                                 　　　　クロス
33 1990/12/11 火 灼熱のガーナ青春グラフィティ(前編)         　　　　関芳樹
34 1990/12/18 火 灼熱のガーナ青春グラフィティ(後編)         　　　　関芳樹
35 1990/12/25 火 この相撲一番にて～二十七代立行司木村庄之助 　　　　関芳樹
36 1991/1/8 火 東和町の挑戦                                 　　　　佐藤敏行
37 1991/1/15 火 悪夢の二者択一～在来線廃止案の波紋         　　　　角舘郁也
38 1991/1/22 火 ペンとカメラで一生懸命～がんばれ市町村広報マン 　　　　アサプロ
39 1991/1/29 火 青春はアイオエオ～劇団自'在杜                 　　　　阿部正樹
40 1991/2/5 火 点は人の上に人をつくる?～盛岡発!受験戦線の裏側 10.2 関芳樹
41 1991/2/12 火 西和賀ぶどう座                               　　　　  高橋義夫
42 1991/2/19 火 シーハイル!我が人生～スキー教師、村里敏彰 　　　　藤沢光
43 1991/2/26 火 カラスの勝手でしょ!                         　　　　姉帯俊之
44 1991/3/5 火 町にワールドカップがやってきた         　　　　　　　　藤沢光
45 1991/3/12 火 御祝い唄が聞こえない 　　　　　　　　　　　　　　　　村上成夫
46 1991/3/19 火 裸で待つ春～岩手風物誌 　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　視聴率 担当
48 1991/4/2 火 小さな学校の物語～さよなら僕の分校 　　　　　　　　角舘郁也
49 1991/4/9 火 岩手噂の占い師たち～占いは当るから面白い! 　　　　関芳樹
50 1991/4/16 火 ここまでやるウ!いわて面白ペット大集合 14.4 姉帯/角舘
51 1991/4/23 火 と一ふ見聞録～岩手の手づくり豆腐 　　　　　　　　　　　　小原繁
52 1991/4/30 火 山峡、命の譜～西塔幸子 　　　　　　　　　　　　　　　　村上成夫
53 1991/5/7 火 馬を走らせる男たち～厩舎物語 　　　　　　　　　　　　アサプロ
54 1991/5/14 火 お父さんのおもちゃ箱 　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
55 1991/5/21 火 女性のための民俗学～岩手の温泉と金勢様 　　　　　　　　関芳樹
56 1991/5/28 火 カラスの勝手でしょ!Part2 　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
57 1991/6/4 火 教育にみる岩手の昭和史 　　　　　　　　　　　　　　　　阿部正樹
58 1991/6/11 火 館長さんめ撮影目記 　　　　　　　　　　　　　　　　新和企画
59 1991/6/25 火 占領されたMORIOKA 　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
60 1991/7/2 火 盛岡発!そこが知りたい①～合併、素朴な疑間 　　　　角舘郁也
61 1991/7/9 火 盛岡発!そこが知りたい②～北東北の拠点都市 　　　　高橋大次郎
62 1991/7/16 火 白衣の学生～働き学ぶナースたち 　　　　　　　　　　　　アサプロ
63 1991/7/23 火 熟々年の宴～年輸演芸館 　　　　　　　　　　　　　　　　ビジョン
64 1991/7/30 火 遥かなる甲子園～田野畑球児の熱い夏 　　　　　　　　角舘郁也
65 1991/8/6 火 噂の民宿ここが一番! 　　　　　　　　　　　　　　　　全員
66 1991/8/13 火 ある画家の昭和～マッカーサーの肖像両を描いた児島道方 　　　　小原繁
67 1991/8/20 火 駒ケ岳にホレました～サブレンジャー菅野純子の夏 　　　　関芳樹
68 1991/8/27 火 お蔵拝見!国宝級ぞくぞく 　　　　　　　　　　　　　　　　アサプロ
69 1991/9/3 火 永遠に青春!元気ハツラツおじさんバンド 　　　　　　　　姉帯俊之
70 1991/9/10 火 愛しき大地～南米パラグアイ報告 　　　　　　　　　　　　鈴木修
71 1991/9/17 火 在宅ケア最前線～保健医療福祉を一体化した遠野市の実践 　　　　小原繁
72 1991/9/24 火 グリーンの挑戦者～プロゴノレファー一戸俊太郎の勝負 　　　　掘米道太郎
73 1991/1O/1 火 母になる目を～不妊症との闘い 　　　　　　　　　　　　ビジョン
74 1991/10/8 火 盛岡のOLおすすめランチ 　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
75 1991/10/15 火 盛岡の夜はクネクネ～夜のカルチャー探検 22.6 関芳樹
76 1991/10/22 火 岩手味紀行～森の恵み、川の怠み、海の恵み 　　　　角舘郁也
77 1991/10/29 火 我輩は犬である 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部正樹
78 1991/11/5 火 室根荒まつり 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
79 1991/11/12 火 おかみさん奮戦記!盛岡旅館物語 　　　　　　　　　　　　新和企画
80 199!/11/19 火 さよなら猛さんの渡し船～北上川土橋渡船場哀愁 　　　　関芳樹
81 1991/11/26 火 スタッドレス元年 　　　　　　　　　　　　　　　　アサプロ
82 1991/12/3 火 岩手シネマ物語 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
83 1991/12/10 火 あの目私は～50年前の真珠湾攻撃の目 　　　　　　　　小原繁
84 1991/12/17 火 カラスの勝手でしょ!Part3 　　　　　　　　　　　　新和企画
85 1991/12/24 火 ラジソンスペシャル～イブの小さな贈りもの 　　　　全員
86 1992/1/7 火 夢の初売り狂奏曲 　　　　　　　　　　　　　　　　新和企画
87 1992/1/14 火 負けるな!おじさん、中年OA歌 　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
88 1992/1/21 火 神々と出会う日～岩手の小正月見聞録 　　　　　　　　関芳樹
89 1992/1/28 火 岩手ゴミ白書～リサイクノレの処方せん 　　　　　　　　角舘郁也
90 1992/2/4 火 飽食の時代の影で～健康作物、商晶化への道 　　　　小原繁
91 1992/2/11 火 衛星生中継～ロンドン発盛岡行(枠大) 　　　　　　　　駒井一郎
92 1992/2/18 火 高橋克彦の世界 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
93 1992/2/25 火 戸田信子の岩手噂の占い師たち決定版! 13.5 関芳樹
94 1992/3/3 火 裏方さんたちのワーノレドカップ 　　　　　　　　　　　　小原繁
95 1992/3/10 火 東京を撃つ!①～一極集中の影で 　　　　　　　　　　　　角舘郁也
96 1992/3/17 火 東京を撃つ!②～北上山系開発その後 　　　　　　　　小原繁
97 1992/3/24 火 東京を撃つ!③～模索 　　　　　　　　　　　　　　　　姉帯俊之




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　　　　　視聴率 担当
99 1992/4/14 火 春一番!これが盛岡の美食 24.1 小原繁
100 1992/4/21 火 岩手CM物語 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
101 1992/4/28 火 桜カミ咲いた!女性銀行支店長奮戦記 　　　　　　　　　　　　ビジョン
102 1992/5/5 火 大人も顔負け!ちびっこ達人 　　　　　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
103 1992/5/12 火 沢幸ありて桜あり～展勝地誕生の父・沢藤幸治 　　　　　　　　関芳樹
104 1992/5/19 火 どうなる?岩手の畜産 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
105 1992/5/26 火 森は海の恋人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
106 1992/6/2 火 グリーンシャワーを浴びながら、お父さん再びガキ大将 　　　　姉帯俊之
107 1992/6/9 火 ウマくない話～馬事資料館称徳館のゆくえ 　　　　　　　　　　　　関芳樹
108 1992/6/16 火 湯っくり、湯めぐり、グルメぐり 　　　　　　　　　　　　　　　　掘米道太郎
109 1992/6/23 火 総力取材!盛岡の昼ごはん 35.0 角舘郁也
110 1992/6/30 火 岩手に学べ!日系ブラジル人の農業研修 　　　　　　　　　　　　小原繁
111 1992/7/7 火 ウマが合えばの話～称徳館のゆくえ 　　　　　　　　　　　　関芳樹
112 1992/7/14 火 緊急レポート!稗貫川からアユが消えた 　　　　　　　　　　　　駒井一郎
113 1992/8/4 火 隻腕の挑戦者～剣士・中村誠の青春 　　　　　　　　　　　　掘米道太郎
114 1992/8/11 火 父から子へ…ある音楽家の遺志 　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
115 1992/8/18 火 女たちのシベリア～シベリア墓参リポート 　　　　　　　　　　　　阿部/中島
116 1992/8/25 火 病院は誰のものか!?河南病院の内紛 　　　　　　　　　　　　相原優一
117 1992/9/1 火 遥かなるメキシコ(前編) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
118 1992/9/8 火 遥かなるメキシコ(後編) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
119 1992/9/15 火 スーパーじいちゃん&ウルトラばあちゃん 　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
120 1992/9/22 火 目本一の防波堤に大壁画 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原繁
121 1992/9/29 火 OYKOTライフのススメ～岩手の新田舎人たち～ 　　　　　　　　関芳樹
122 1992/10/13 火 盛岡ランチ・秋の陣 21.6 掘米道太郎
123 1992/10/20 火 岩手のキノコ取り'92 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
124 1992/10/27 火 おじゃましま～す1がんばれ!街角移動SHOP 　　　　　　　　　　　　角舘郁也
125 1992/11/3 火 事件に揺れた村・その後 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田秀栄
126 1992/11/10 火 建築物で地域おこし・くまもとアートポリスって何? 　　　　　　　　小原繁
127 1992/11/17 火 湯けむり三度笠・夢芝居一筋!ある旅役者の一日 　　　　　　　　鹿野純之介
128 1992/11/24 火 生きていた「同胞」の心～松尾中文化祭、感動の2目間～ 　　　　関芳樹
129 1992/12/1 火 カムイ・チェップ～神が恵んでくれた魚 　　　　　　　　　　　　駒井一郎
130 1992/12/8 火 病院は誰のものかⅡ～河南病院問題続報!内紛の構図～ 　　　　相原優一
131 1992/12/15 火 平成・見合い物語～出逢いから結婚、現代若者考～ 　　　　　　　　姉帯俊之
132 1992/12/22 火 '92師走!風呂屋のぬくもり 　　　　　　　　　　　　　　　　村上成夫
133 1992/12/29 火 絵馬が語る岩手の和算～独自に発達した和算とは? 　　　　　　　　小原繁
134 1993/1/12 火 小沢流政治改革～政治は変わるか 　　　　　　　　　　　　　　　　相原優一
135 1993/1/26 火 やらなきゃソンソン!世界アノレペン・パフォーマンス 　　　　小岩祥子
136 1993/2/9 火 生中継～やっぱり世界アルペンがおもしろい 　　　　　　　　駒井一郎
137 1993/2/16 火 世界が見た!アノレペン盛岡・雫石大会 　　　　　　　　　　　　関芳樹
138 1993/2/23 火 驚異の胃袋～医大生、風間君の挑戦 30.0 駒井一郎
139 1993/3/2 火 ヤチャ坊～北に夢みる男～ 　　　　　　　　　　　　　　　　猪原勲
140 1993/3/9 火 病院は誰のものかⅢ～再建・河南病院の行方 　　　　　　　　相原優一




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　　　　　視聴率 担当
142 1993/4/6 火 心、ふるさとにありき～浅野七之助の生涯 　　　　　　　　　　　　鈴木修
143 1993/4/13 火 無限会杜「天・地・人」～住田町の地域おこし～ 　　　　　　　　小原繁
144 1993/4/20 火 スギノ子の仲間達～拓也くんの365目 　　　　　　　　　　　　アサプロ
145 1993/4/27 火 ラーメン戦争!あなたの知らない、そぱ屋の!?ラーメン 16.8 姉帯俊之
146 1993/5/4 火 炎からの脱出～JAS451便 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河辺邦博
147 1993/5/11 火 政界激変の波岩手へ～岩手一区の地殻変動 　　　　　　　　　　　　太田秀栄
148 1993/5/18 火 青春エンドレス～いきいきシルバー人生 　　　　　　　　　　　　猪原勲
149 1993/5/25 火 西和賀山の幸物語93春 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
150 1993/6/1 火 SHOKO!まっすぐに 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
151 1993/6/8 火 ハサミと絵筆と賢治さん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アサプロ
152 1993/6/15 火 映画祭の仕掛人～道又力の挑戦 　　　　　　　　　　　　　　　　掘米道太郎
153 1993/6/22 火 医大生、風間君のさらば青春の大食い! 26.3 角舘郁也
154 1993/6/29 火 俺たちのゴングを鳴らせ! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
155 1993/7/6 火 自立のために!青雲荘の子どもたち・十五の旅立ち 　　　　　　　　中村好子
156 1993/7/13 火 牛の骨の挑戦! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿野純之介
157 1993/7/20 火 皇太子殿下・雅子さま密着取材～ようこそ!岩手路へ(54分) 　　　　 姉帯俊之
158 1993/7/27 火 シナリオは甲子園! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺久穂
159 1993/8/3 火 激走!人間ばんば 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈谷隆
160 1993/8/10 火 いま、父の故国で 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪原勲
161 1993/8/17 火 陸軍後藤野飛行場～終戦直前三機の特功機が岩手を飛び立っていた 阿部正樹
162 1993/8/24 火 母娘二人三脚～四つ子ちゃん子育て奮戦記! 　　　　　　　　　　　　中村佳子
163 1993/8/31 火 喫茶ハトヤ・青春らくがき帳 　　　　　　　　　　　　　　　　関芳樹
164 1993/9/7 火 それぞれの安穏～葬送の自由を求めて 　　　　　　　　　　　　太田秀栄
165 1993/9/14 火 食卓の向こうに何が見えますか?山形村の挑戦 　　　　　　　　井上雅晴
166 1993/9/28 火 高山帯道路の功罪～早池峰山・八幡平 　　　　　　　　　　　　駒井一郎
167 1993/10/12 火 神話が消えた目～釜石信金、解散・譲渡 　　　　　　　　　　　　相原優一
168 1993/10/19 火 総力取材!盛岡ナイト探検隊! 25.0 角舘郁也
169 1993/10/26 火 作況指数42～どうなる岩手の農業 　　　　　　　　　　　　　　　　猪原勲
170 1993/11/2 火 私は婦人警官～警察官として、女性として 　　　　　　　　　　　　岩淵誠
171 1993/11/9 火 巣立ちなさい、この港から～命のある限り～ 　　　　　　　　小野寺久穂
172 1993/11/16 火 ひとりぽっちの旅～老人介護・細越綾子さんの旅 　　　　　　　　鹿野純之介
173 1993/11/23 火 パチンコなるほど白書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
174 1993/11/30 火 愛子おばちゃん狂詩曲 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘米道太郎
175 1993/12/7 火 照井顕のどんなもんだい!岩手のJAZZ喫茶 　　　　　　　　　　　　関芳樹
176 1993/12/14 火 前沢牛を作る男 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘米道太郎
177 1993/12/21 火 平成の開国!どうなる岩手のコメ 　　　　　　　　　　　　　　　　太田秀栄
178 1993/12/28 火 異常気象は終わったのか!? 　　　　　　　　　　　　　　　　太田秀栄
179 1994/1/4 火 新春スペシャル「柳之御所物語・夢の跡から世界が見えた」（60分） 関芳樹
180 1994/1/11 火 菊池ロンの「オレ達は犬である」 　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
181 1994/1/18 火 うちの嫁さんはベッチィです 　　　　　　　　　　　　　　　　中村佳子
182 1994/1/25 火 南の島にかけるコメ～岩手34・36号の戦略 　　　　　　　　　　　　相原優一
183 1994/2/1 火 政治改革への道～目本の政治はどこへ 　　　　　　　　　　　　相原優一
184 1994/2/8 火 ザ・デビューPart2～吉田朋代のまぶしい瞳! 　　　　　　　　姉帯俊之
185 1994/2/15 火 節約の達人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈谷隆
186 1994/2/22 火 和風昼飯・盛岡冬の陣 18.6 掘米道太郎
187 1994/3/1 火 ダイちゃん中国へ～手話と人形劇と 　　　　　　　　　　　　平澤泰志
188 1994/3/8 火 18000人の手づくり舞台 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アサプロ
189 1994/3/15 火 最新!岩手下宿物語 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上雅晴




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　　　　　視聴率 担当
191 1994/4/5 火 「彗星」不時着ス～特攻機49年目の軌跡                         相原優一
192 1994/4/12 火 追い風・横風・向い風～三陸鉄道10年目の検証                 関芳樹
193 1994/4/19 火 神チャンは新米キャスター 16.9 掘米道太郎
194 1994/4/26 火 村おこし町おこし!岩手わくわく温泉ランド                         角舘郁也
195 1994/5/3 火 風の爪跡～検証!北上山系開発計画(前編)                         角舘／相原
196 1994/5/10 火 風の爪跡～検証!北上山系開発計画(後編) 　　　　　　　　　　　　角舘／相原
197 1994/5/17 火 銘柄米への挑戦～岩手34号・種モミの行方 　　　　　　　　　　　　中島勝志
198 1994/5/24 火 釣人達からの警告～河川調査アンケートから 　　　　　　　　駒井一郎
199 1994/5/31 火 こちら、町の編集局 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈谷隆
200 1994/6/7 火 二一ハオ!ダイちゃん、中国でも人気者 　　　　　　　　　　　　平澤泰志
201 1994/6/14 火 徹底取材!岩手スタミナ王国 10.0 井上雅晴
202 1994/6/21 火 い一ボラン～岩手のボランティア 　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田誠
203 1994/6/28 火 消えた平成銀行～合併撤回・狂ったシナリオ 　　　　　　　　相原優一
204 1994/7/5 火 1年の計は6月にあり～蜂のメッカニ戸の養蜂家たち 　　　　　　　　関芳樹
205 1994/7/12 火 鉄のまちで生まれた授業～ある技術科教師の挑戦 　　　　　　　　中村好子
206 1994/7/19 火 三陸くねくね【まるビ】旅 　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
207 1994/7/26 火 山崎文子のCGの世界～宇宙無限ロマンス 　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
208 1994/8/9 火 夏の森を歩く～今、岩手の原生林の中で 　　　　　　　　　　　　駒井一郎
209 1994/8/16 火 50回忌の夏～園井恵子と移動劇団「櫻隊」 　　　　　　　　　　　　村上憲男
210 1994/8/23 火 夏バテ解消!これが噂のギラギララーメン 　　　　　　　　　　　　刈谷隆
211 1994/8/30 火 笑顔がみたくて～無認可保育所10年目の夏 　　　　　　　　　　　　相原優一
212 1994/9/6 火 エジンバラに舞う～山口久美子の世界へ 　　　　　　　　　　　　小野寺久穂
213 1994/9/13 火 プロレス街道10万キロ～みちのくプロレスの500日 　　　　　　　　角舘郁也
214 1994/9/20 火 焼きたてのかおりをあなたへ 　　　　　　　　　　　　　　　　中村佳子
215 1994/10/18 火 秋天に奏でる～姫神北京コンサート 　　　　　　　　　　　　中村好子
216 1994/10/25 火 村松文代のきのこ入門～ラーメンもウマイゾ! 　　　　　　　　駒井一郎
217 1994/11/1 火 種まく人～茅ヶ崎から沢内へ 　　　　　　　　　　　　　　　　角掛勝志
218 1994/11/8 火 74人のイーハトーブ～二戸・御返地中文化祭 19.0 井上雅晴
219 1994/11/15 火 亡妻に贈る作品集～高橋孤舟、84歳の情熱 9.6 村上憲男
220 1994/11/22 火 岩手マニア列伝! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
221 1994/11/29 火 筆文字看板一筋～看板屋・谷藤三郎 　　　　　　　　　　　　鵜飼伸朗
222 1994/12/6 火 ノレナの涙～外国人による目本語劇 　　　　　　　　　　　　村上憲男
223 1994/12/13 火 農のかたち～北上山系開発への処方嚢 13.1 相原優一
224 1994/12/20 火 17年目のラジソン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
225 1994/12/27 火 出番ですヨ!密着、町民ドラマ汗と涙の舞台裏60目 　　　　　　　　井上雅晴
226 1995/1/10 火 岩手で世界のグルメぐり 19.3 角舘郁也
227 1995/1/24 火 こんな知事が欲しい!～140万県民の声 　　　　　　　　　　　　武田敏哉
228 1995/1/31 火 大地震!備えあれば…その時あなたは 　　　　　　　　　　　　村上憲男
229 1995/2/7 火 宮古黒森神楽の巡業 9.7 アサプロ
230 1995/2/14 火 三陸冬紀行～宮城・岩手・青森、旅情満喫ローカル線260㌔ 20.8 井上雅晴
231 1995/2/21 火 山あるき～遠野・鉛筆画家の世界 　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺久穂
232 1995/2/28 火 山の声届かず①～岩泉・山村崩壊 　　　　　　　　　　　　　　　　駒井/相原
233 1995/3/7 火 山の声届かず②～大槌・失われた恵み 6.3 駒井/相原
234 1995/3/14 火 山の声届かず③～山を守るのは誰 10.0 駒井/相原
235 1995/3/21 火 俺たちの純米酒が飲みたい 　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺久穂




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　　　　　視聴率 担当
237 1995/4/11 火 かあさんの声が聞こえる 12.7 小野寺/岩渕
238 1995/4/18 火 ここがうまい!岩手のどんぶり決定版 18.4 刈谷隆
239 1995/4/25 火 チョウザメ料理で観光集客 　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
240 1995/5/2 火 岩手ローカルグルメマップ 9.3 井上雅晴
241 1995/5/9 火 平壌に春は来たか 9.3 相原優一
242 1995/5/23 火 カタクリの詩 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
243 1995/5/30 火 夢の途中～山ふところ上外川の子たち 　　　　　　　　　　　　鹿野純之介
244 1995/6/6 火 いわて噂のラーメン!これが極めつけ! 20.1 刈谷隆
245 1995/6/13 火 コパーのある家 12.8 小野寺久穂
246 1995/6/20 火 盛岡上の橋かきつぱた絵目記 　　　　　　　　　　　　　　　　新井田進
247 1995/6/27 火 高橋雪絵19歳の青春～明目を信じて 　　　　　　　　　　　　姉帯俊之
248 1995/7/4 火 アイディアで勝負!岩手の発明家たち 14.9 村上成夫
249 1995/7/11 火 人形作家・八木咲子～人形に託す生命の祈り 9.1 村上憲男
250 1995/7/18 火 パパはエレキでしびれてる 　　　　　　　　　　　　　　　　藤井節男
251 1995/7/25 火 世界に翔け～プロボクサー川益節男の挑戦 　　　　　　　　　　　　刈谷隆
252 1995/8/1 火 女の腕で家を建てたい～遠野の町で大工修業 　　　　　　　　アサプロ
253 1995/8/8 火 秀峰に夢かける 12.9 小野寺久穂
254 1995/8/15 火 パパなぜ目本にいるの? 11.0 村上成夫
255 1995/8/22 火 1941～幻の甲子園 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木修
256 1995/8/29 火 従軍看護婦～それぞれの戦後 　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
257 1995/9/5 火 プリマバレリーナ～川村真樹16歳の旅立ち 9.7 アサプロ
258 1995/9/12 火 「同胞」～20年目の出発 10.8 村上成夫
259 1995/9/19 火 よみがえれ沢内 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角掛勝志
260 1995/10/3 火 IWATE電脳ネットワーカーズ 　　　　　　　　　　　　　　　　角舘郁也
261 1995/10/10 火 盛岡周辺産地直売事情 8.4 駒井一郎
262 1995/10/17 火 紅葉の八幡平!湯けむり街道ぐるり旅 20.8 角舘郁也
263 1995/10/24 火 盛岡芸者今物語 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村上成夫
264 1995/10/31 火 誰が守る地域の足～岩泉線からのリポート 　　　　　　　　　　　　兼平宗彦
265 1995/11/7 火 玉子魔人・高橋克彦のグルメ日記 15.1 姉帯俊之
266 1995/11/14 火 カムバック!長内選手41歳の再挑戦! 9.6 刈谷隆
267 1995/11/21 火 菊池幸見の「文士劇」初体験! 　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行
268 1995/11/28 火 山ふところ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿野淳之介
269 1995/12/5 火 平成もちつき合戦 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行
270 1995/12/12 火 誰でも自由にどこへでも 9.5 真下卓也
271 1995/12/19 火 同じ空眺めてる～及川ひろみと仲間たち 7.1 堀米道太郎
272 1995/12/26 火 自然スペシャル～安比高原の四季 　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
273 1996/1/9 火 菊池幸見の鍋三昧 15.2 小野寺久穂
274 1996/1/16 火 神秘の迷宮～安家洞探検 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈谷隆
275 1996/1/23 火 本業はさておいて… 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上成男
276 1996/1/30 火 岩手の震災～歴史からの教訓 　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺久穂
277 1996/2/6 火 宮沢賢治サハリン紀行 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上憲男
278 1996/2/13 火 ふとることやせること 9.3 伊藤裕顕
279 1996/2/20 火 心を繋げ!スノーバスターズ 9.9 鹿野純之介
280 1996/2/27 火 神秘の迷宮～安家洞地底湖探検 　　　　　　　　　　　　　　　　刈谷隆
281 1996/3/5 火 ホワイトデイ接待大作戦 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
282 1996/3/12 火 大塚富夫の「みちのく麺の細道」 10.7 アルファ
283 1996/3/19 火. なるほどザ・インターネット 10.5 古戸英彦




# 日付        曜日 タイトル                                 　　　　　　　視聴率 担当
285 1996/4/9 火 山ふところ～さよなら上外川分校 9.1 鹿野純之介
286 1996/4/16 火 灯は永遠に～トドヶ崎灯台の独り言 10.2 兼平宗彦
287 1996/4/23 火 10名だけの修学旅行                                         駒井一郎
288 1996/5/7 火 増田寛也44歳～全国最年少知事の本音 6.6 真下卓也
289 1996/5/14 火 100キロ歩いて海を見よう 13.3 中村好子
290 1996/5/21 火 リングに翔る!プロボクサー川益設男                         刈谷隆
291 19り6/5/28 火 高齢者杜会を生きる～沢内村からの報告                         角掛勝志
292 1996/6/4 火 賢治と歩く～小岩井不思議旅 11.3 角舘郁也
293 1996/6/11 火 ふれあい伝承じいさん 10.2 村上成夫
294 1996/6/18 火 窯の中のイギリス海岸                                         佐藤敏行
295 1996/6/25 火 神戸からの球児～白球は震災を越えて                         角掛勝志
296 1996/7/2 火 岩手マニア列伝～究極のコレクター 9.0 角舘郁也
297 1996/7/9 火 この夏おすすめ～盛岡の涼しい味覚決定版 14.7 刈谷隆
298 1996/7/16 火 北上山地～その太古の神秘に魅せられた男たち 　　　　　　　　村上成夫
299 1996/7/23 火 たかが制服されど・・北松園中制服論議をめぐって 　　　　　　　　中村好子
300 1996/8/6 火 BIGWAVEl00 8.6 アサプロ
301 1996/8/13 火 終戦特集～戦争を語り継ぐ人々 4.5 佐藤敏行
302 1996/8/20 火 サッカーは自已表現だ! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤裕顕
303 1996/8/27 火 よみがえれ!青春の歌声 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上成夫
304 1996/9/3 火 緊急報告～なぎ倒された自然 6.5 河辺邦博
305 1996/9/10 火 街角純情グノレメは秋本番! 12.2 アルファ
306 1996/9/17 火 女義太夫斎藤ただ子82歳の夢 　　　　　　　　　　　　　　　　アサプロ
307 1996/10/8 火 たけのこのように 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行
308 1996/10/15 火 俺はごんぼ掘り続けっぞ 3.8 村上成夫
309 1996/10/22 火 ボクシング三陸ジム 2.7 刈谷隆
310 1996/10/29 火 快走!大東町女性バス運転手奮戦記 　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田誠
311 1996/11/5 火 自然スペシャルⅡ～いわての鳥と動物達 3.3 駒井一郎
312 1996111/12 火 もりおか城跡散歩道～私の岩手公園 7.3 新和企画
313 1996/11/19 火 古代米にロマンを求めて 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルファ
314 1996/11/26 火 ふるさと見つけた! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上憲男
315 1996/12/3 火 無声映画と万代館ものがたり 4.6 角舘郁也
316 1996/12/10 火 青春の歌声が響く～ともしびヤギさん故郷記 4.5 アサプロ
317 1996/12/17 火 自然スペシャル～櫃取湿原 　　　　　　　　　　　　　　　　駒井一郎
318 1996/12/24 火 ラジソンスペシャル～歌う教室 　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行
319 1997/1/7 火 検証!岩手の山岳道路 4.9 河辺邦博
320 1997/1/14 火 花巻リズムヤンガー物語 7.0 佐藤敏行
321 1997/1/21 火 トッチャカ人生～理髪師長沢秀雄 　　　　　　　　　　　　　　　　村上成夫
322 1997/1/28 火 僕の足は魔法の手 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤恵
323 1997/2/4 火 明目を探して～韓国ユニバ報告 4.6 兼平宗彦
324 1997/2/11 火 女性必見激安居酒屋グルメ 17.0 アルファ
325 1997/2/18 火 ある目の気仙ボケー座 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤敏行
326 1997/2/25 火 こんなにあった健康にいい公共の宿 　　　　　　　　　　　　鎌田誠
327 1997/3/4 火 国際結婚バンザイ 6.2 中村佳子
328 1997/3/11 火 盛岡発映画に愛をこめて～ミステリー映画祭 3.9 村上憲男




年度 テレビ ラジオ 合計
１９８８年 5411 1232 6643
１９８９年 5808 1294 7102
１９９０年 6194 1351 7545
１９９１年 6053 1357 7410
１９９２年 5579 1416 6995  
（注 a）IBC 岩手放送小史から引用作成   
（注 b）単位百万円   
p62～IBC 特集ディレクター担当比率 
1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度
上位４人担当比率 68.1% 63.5% 56.8% 34.7% 54.9% 40.8% 35.6%
５位以下担当比率 21.3% 15.4% 34.1% 55.1% 41.2% 30.6% 35.6%
外部担当比率 10.6% 21.2% 9.1% 10.2% 3.9% 28.6% 28.9%
（注 a）IBC 社員ディレクターで担当番組数が多い順４位まで   
（注 b）担当ディレクター2 人の番組が 1991 年 1 本、1992 年 1 本、1994 年 5 本、1995 年 1
本ある        
（注 c）1991 年の「その他」2 本はテレビ制作部全員が担当   
（注 d）外部は IBC 以外の法人プロダクション及び個人ディレクター 
p65～ディレクター1 人あたりの担当番組数 
1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度
平均担当番組数 3.1 3.6 2.9 2.3 2.4 2.1 2.4
p65～担当者数推移 
1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度
社員担当者 11 10 11 19 17 16 14
外部担当者 4 4 4 2 2 7 5
p66～担当部署別番組数 
制作 報道 制作・報道 外注 合計
1990年度 41 1 0 5 47
1991年度 38 2 0 11 51
1992年度 33 5 1 4 43
1993年度 32 12 0 5 49
1994年度 30 9 5 2 46
1995年度 28 5 1 14 48




～30％ ～25％ ～20％ ～15％ ～10％ ～５％ ５％～
1990年度 0 2 1 0 1 0 0
1991年度 0 0 1 0 2 0 0
1992年度 2 0 2 0 0 0 0
1993年度 0 2 0 2 0 0 0
1994年度 0 0 1 3 3 3 0
1995年度 0 0 2 3 8 10 0










1996年10月以降 5.8% 12  
IBC 特集担当者及び担当番組数一覧 
1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度 合計
角舘郁也 7 9 5 4 7 4 3 39
関芳樹 8 8 6 3 2 0 0 27
駒井一郎 0 1 7 3 7 4 3 25
小原繁 1 10 7 1 0 0 0 19
姉帯俊之 1 6 4 5 1 2 0 19
佐藤敏行 9 0 0 0 0 2 6 17
相原優一 0 0 4 3 9 1 0 17
刈谷隆 0 0 0 2 2 6 4 14
阿部正樹 8 2 1 1 0 0 0 12
小野寺久穂 0 0 0 2 3 6 0 11
堀米道太郎 0 1 3 4 1 1 0 10
井上雅晴 0 0 0 2 5 1 0 8
村上憲男 0 0 0 0 4 2 2 8
太田秀栄 0 0 1 4 0 0 0 5
中村好子 0 0 0 1 2 0 2 5
鈴木修 1 1 0 1 0 1 0 4
猪原勲 0 0 1 3 0 0 0 4
中村佳子 0 0 0 2 1 0 1 4
角掛勝志 0 0 0 0 1 1 2 4
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高橋義男 3 0 0 0 0 0 0 3
河辺邦博 0 0 0 1 0 0 2 3
鎌田誠 0 0 0 0 1 0 2 3
兼平宗彦 0 0 0 0 0 1 2 3
藤沢光 2 0 0 0 0 0 0 2
中島勝志 0 0 1 0 1 0 0 2
岩渕誠 0 0 0 1 0 1 0 2
平澤泰志 0 0 0 1 1 0 0 2
真下卓也 0 0 0 0 0 1 1 2
伊藤裕顕 0 0 0 0 0 1 1 2
小笠原勉 1 0 0 0 0 0 0 1
近藤敏行 1 0 0 0 0 0 0 1
高橋大次郎 0 1 0 0 0 0 0 1
武田敏哉 0 0 0 0 1 0 0 1
佐藤恵 0 0 0 0 0 0 1 1
その他 0 2 0 0 0 0 0 2
社員小計 42 41 40 44 49 35 32 283
1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度 合計
アサヒプロダクツ 2 4 0 3 1 2 3 15
村上成夫 1 1 1 0 0 5 5 13
鹿野純之介 0 0 1 2 0 3 1 7
新和企画 1 4 0 0 0 0 1 6
アルファビジョン 0 0 0 0 0 1 3 4
ＩＢＣビジョン 0 2 1 0 0 0 0 3
クロステレビ 1 0 0 0 0 0 0 1
小岩祥子 0 0 1 0 0 0 0 1
鵜飼伸朗 0 0 0 0 1 0 0 1
新井田進 0 0 0 0 0 1 0 1
藤井節男 0 0 0 0 0 1 0 1
古戸英彦 0 0 0 0 0 1 0 1
外部小計 5 11 4 5 2 14 13 54
合計 47 52 44 49 51 49 45 337
（注 a）担当ディレクター2 人～1991 年 1 本、1992 年 1 本、1994 年 5 本、1995 年 1 本  
（注 b）1991 年の「その他」2 本はテレビ制作部全員が担当    
p89～IBC 特集提供スポンサー 
1990 年 4 月 10 日（第 1 回）「超多忙！小沢幹事長の 24 時間」 
富士通 NTT 岩手支店 鹿島建設 盛岡グランドホテル 岩手県経済連 野村證券 
1991 年 4 月 9 日「岩手噂の占い師たち～占いは当るからおもしろい」 
岩手県競馬組合 富士通 ジャノメミシン NTT 岩手支店 ニッポンハム 
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1992 年 4 月 21 日「岩手 CM 物語」 
みちのくコカ・コーラ 富士通 レンタルのニッケン NTT 岩手支店 ニッポンハム 
1993 年 5 月 25 日「西和賀山の幸物語 93 春」 
みちのくコカ・コーラ NTT 岩手支店 近畿日本ツーリスト盛岡支店 
1994 年 5 月 31 日「こちら、町の編集局」 
かねかシーフーズ NTT 岩手支店 近畿日本ツーリスト盛岡支店 みちのくコカ・コ
ーラ 
1995 年 3 月 21 日「俺たちの純米酒が飲みたい」 
みちのくコカ・コーラ NTT 岩手支店 芽吹き屋 兼平製麺所 岩手銀行 岩手缶詰 
1996 年 8 月 20 日「サッカーは自己表現だ！」 
芽吹き屋 岩手缶詰 岩手トヨタ みちのくコカ・コーラ 
1997 年 3 月 18 日（ 終回）「地の底を進め」 
みちのくコカ・コーラ セイナン工業 岩手トヨタ 岩手缶詰 
 
第 3 章 
p100～TUF 売上推移 
2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期
ＴＵＦ 4688142 4706125 4741504 4758973 4787520 4636640 4411978 4330958
89社平均 5849555 6019681 5965633 5901373 5863095 5607124 5343928 5437290
（注 a）日本民間放送年鑑より引用作成   
（注 b）89 社はネットワーク加盟テレビ単営、兼営局のうち、東京、大阪、名古屋、札幌、福
岡本社局を除外したもの （以下同じ）      
p100～TUF 経常利益推移 
2004年3月期 2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期
ＴＵＦ 421047 558427 616649 268468 197038 46156 50718 37365




自社制作 ネット番組合計 その他局 その他番組
2004年 10.6 73.3 0.0 16.1
2005年 10.4 71.1 0.3 18.1
2006年 10.0 81.2 0.3 8.5
2007年 10.5 75.4 0.3 13.8
2008年 9.7 79.7 1.0 9.5
2009年 9.9 73.8 1.3 15.0
2010年 9.1 72.6 1.2 17.0
2011年 5.4 71.0 0.7 23.0  
p120～キラリ☆ふくしま第 1 回スポンサー 
・ 八木アンテナ 
・ トヨタ 







・ JA 共済連 
（注 a）JA 共済連は福島本社、武田薬品は大阪支社扱い 他は東京支社扱い 
（注 b）八木アンテナと JA 共済連は半年間（6 番組）継続提供 武田薬品は 3 か月（3
番組）継続提供） 
 
 
